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1. はじめに　　　　　　
2. プラネタリーヘルス　
3. 運動　  
4. 睡眠　
5. 食事　
6. インスリン様シグナルと疾病　
　--- 昼休み ---
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　本シンポジウムでは、「健康寿命・就労寿命の延伸を、地球への負荷を減らすための手段として使えないか」という問
いを議論したいと考えています。研究者だけでなく、企業、行政、そして社会に関わるさまざまな立場の人が集い、「人
が長く健康に生きることが、地球にもやさしい社会とはどのようなものか」を一緒に考える場にできればと考えています。
健康寿命・就労寿命の延伸を、個人のためだけでなく、地球と次の世代のための選択として捉え直すこと、それが、本シ
ンポジウムの目的です。
　地球への負荷を減らしながら健康寿命・就労寿命を延ばすための具体的な方法として、次のようなテーマを選びました。

　これらはすべて、個人の健康だけでなく、医療や介護にかかる負担を減らし、結果として地球環境への負荷を小さくす
る可能性を有しているのです。

- 食：体にやさしく、地球にもやさしい食事のあり方
- 運動：日常的な身体活動による健康維持と病気予防
- 睡眠：睡眠の質を高めることによる心身の安定
- 病気の予防：病気になってから治すのではなく、ならない工夫
- 腸内細菌：体の中の微生物と共に健康を保つ考え方
- 幹細胞生物学：無理な延命ではなく、体の機能を保つ科学

地球への負荷を減らしていくためには、人類はどう生きていけば良いのでしょうか？

プログラム（予定）　　同時通訳あり

シンポジウム　参加費無料（200 名まで）
情報交換会　参加費 2,000 円（150 名まで）

シンポジウム終了後、情報交換会を行います。そちらにもぜひご参加ください。
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